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研究成果の概要（和文）：カンビアータ・コンセプトCambiata Conceptとは、アーヴィン・クーパーIrvin 
Cooperによって研究・考案された早期青年期の声楽指導の包括的な哲学・方法論である。研究代表者は、小学校
6年生から中学校3年生まで継続してカンビアータ・ コンセプトの方法論を適用したパート分け及び声域調査を
実施した上で、この方法論の有効性や声域変化について検証した。結果分析より、短時間でできるこの方法論
は、特に変声期第一段階の割合が高い小学校6年生及び中学校1年生で活用すべきと結論付けた。 
　教材開発については、カンビアータパートを含む四部合唱「ふるさと」を作曲家に委嘱し、その効果について
検証した。

研究成果の概要（英文）：Irvin Cooper developed the Cambiata Concept as a method for teaching boys to
 sing throughout the voice change. While working as the Music Supervisor for the Montreal Protestant
 School System, Cooper developed his method of having boys sing during the voice change. I use his 
method to guide Japanese boys throughout the voice change. We arrange the “My Old Country Home
（Furusato）” for boys with changing voices.

研究分野：音楽科教育、教科の指導法、合唱、変声期

キーワード： 変声期指導　カンビアータ・コンセプト　パート分け　合唱指導　教材開発　尺度開発　因子分析

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
変声期男子をどのように指導するか、という問題は大きく二分される。まず、「歌わせないで他の活動に振り替
える」という方法、次に「歌える声域を歌わせる」という方法である。教会や学校によって伝統的にどちらかを
選択しているが、アメリカにおいては後者が主流となっている。カンビアータ・コンセプトは、多人数の変声期
男子の実証データをもとに成立したコンセプトであり、我が国の変声期指導の大きな示唆を与えてくれる。この
コンセプトの内容を翻訳し、理論的に分かりやすくまとめて研究論文や学会で紹介した。また、我が国の児童・
生徒に適用できることを検証することによって、その方法論の有効性を明らかにした。
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１.	
 研究開始当初の背景	
 

	
 我が国における変声期研究は、主に実践研究、音声生理学研究である。すなわち、変声期男
子の指導法研究と変声期の現象を科学的に裏付ける研究である。特に現場の教師による指導は
直接変声期男子に影響を与えるものであるが、理論的に確立しているとは言いがたく、現場の
教師の経験に任されているのが現状である。課題は以下のとおり。	
 
	
 ・小学校高学年における教材（音楽科教科書は、同声の斉唱・合唱のみ）	
 
	
 ・授業時数削減による変声期指導の困難	
 
	
 ・基盤となる変声期の捉え方・指導法理論の検討	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 カンビアータ・コンセプト Cambiata	
 Concept とは、アーヴィン・クーパーIrvin	
 Cooper に
よって研究・考案された早期青年期の声楽指導の包括的な哲学・方法論であり、カンビアータ
とは、変声期第一段階あるいはそのパートを意味している。本研究は、小学校 6年生から中学
校 3年生まで継続してカンビアータ・コンセプトの方法論を適用したパート分け及び声域調査
を実施した上で、この方法論の有効性や声域変化について検証することを目的としている。	
 
	
 
３．研究の方法	
 

	
 文献研究、声の分類（パート分け実践）、声域調査、アンケート調査、因子分析	
 
	
 
４．研究成果	
 

	
 本研究は、小学校 6年生から中学校 3年生まで継続してカンビアータ・コンセプトの方法論
を適用したパート分け及び声域調査を実施した上で、この方法論の有効性や声域変化について
検証したものである。この方法論によって、変声期男子が自分の変声期の段階や快適な声域を
把握したとしても、結果として男声パートの声域に到達するまで適合するパートが存在しない
のが現状である。それでは、変声期第一段階と判断された男子は、どのパートを歌えば良いの
であろうか。クーパーが「青年期用に声域を限定して書かれた音楽なら、変声期でも全ての音
を歌うことができる」と述べているように、変声期第一段階の男子が快適に歌うことができ
る、すなわち変声期第一段階の声域に適合した教材開発は不可欠なのである。	
 

	
 	
 
	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

【譜例１	
 教材開発：カンビアータパートを加えた「ふるさと」】	
 	
 
	
 
	
 変声期の段階や声域は個人差が大きいことは言うまでもないが、声域調査より短時間ででき
るこの声の分類の方法論は、特に変声期第一段階の割合が高い小学校 6年生及び中学校 1年生
で活用すべきである、という結論に達した。また課題は、この方法論がテッシトゥーラ（快適
な声域）をもとに声の分類を行うため、声域調査と齟齬が生じる例が見られたことである。つ
まり、個々の声域に関わらず小学校では同声合唱、中学校では混声合唱の男声パートを歌唱す
る現状から、快適な声域で歌うという当然の感覚を持ち得ない変声期男子が一定数存在するの
である。研究代表者は、作曲家に委嘱してカンビアータパートを加えた「ふるさと」（譜例
１）を教材開発し、それを用いて検証授業を行った上で、アンケート調査を実施・分析した。	
 

 



	
 本研究では、合唱練習を通じてどのように感じたかについて 17 項目を設定し、調査対象者に
尋ねた。調査項目は「自分のパートの旋律（１〜４）」、「和声（５・６）」、「ピアノ伴奏
（７〜10）」、「主体的・対話的で深い学び（11〜17）」を意図して設定している。調査対象
者の属性を確認するために、学年、学級、性別、練習パートを尋ねた。この中で、練習パート
は 4つ設定された。1はソプラノ、2はアルト、3 はカンビアータ、4はテノールであった。	
 
	
 因子分析の結果、本研究では因子 1を合唱に対する「主体的・対話的で深い学び」因子（以
下「学び因子」）、因子 2を自分のパートの旋律に対する意識因子（以下「パートの旋律意識
因子」）、因子 3をピアノ伴奏に対する意識因子（以下「伴奏意識因子」）と命名した。	
 
	
 次に、全体のデータに対するクラスタ分析の結果から、クラスタ 1は因子 1（学び因子）、3
（伴奏意識因子）が高く、クラスタ 2は 3 因子ともに平均的、クラスタ 3は因子 1 が高く因子
3 は低いという特徴を見ることができた。カンビアータパートは、クラスタ 2に属するものが
16 名中 12 名であった。これは、合唱に対して積極的な回答を避けた可能性と、カンビアータ
パートによりポジティブに変容した結果である可能性が考えられる。	
 

	
 
	
 	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 
【グラフ１	
 パートと因子の関係】	
 
	
 さらに、学年ごとの結果を抽出した分析においても、カンビアータパートの合唱に対する意
識が他のパートよりもポジティブな項目は見られなかった。見方を変えると、通常の合唱曲に
存在しないカンビアータパートを歌ったことにより、変声期第一段階の男子も他のパートと同
様に、学びや旋律、伴奏に対する意識を持って合唱に取り組んだとも言えるだろう。特に「自
分のパートに対する意識」に関して、他のパートと比較しても平均的な意識を持っていたこと
が明らかである（グラフ 1）。	
 
	
 
【表１】	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 	
 
	
 	
 
	
 	
 
	
 

 

 



	
 具体的には、「美しさ」に対する意識は若干低いものの、「歌いやすさ」「声域」について
は平均的な意識を持っていたこと（表 1）、小学校 45 分、中学校 50 分でパート分け、譜読
み・アンサンブル、アンケートが可能だったことは特筆される。このように、カンビアータ・
コンセプトによるパート分けを行った上で、変声期第一段階の声域へ配慮した教材を開発して
検証授業を行った結果、カンビアータ男子は自分のパートの旋律について他パートと同じレベ
ルで「歌いやすさ」を意識できていたことから、「快適に歌うことができた」と結論付けるこ
ととする。	
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